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 保育のヒント ～科学する心を育む～

保育のヒント～「科学する心」を育てる～
研修の工夫～コメント記録～／幼保連携型認定こども園常磐会短期大学付属いずみがおか幼
稚園（大阪府）

子どもたちの姿をどのような形で記録していますか？
 また、その記録を園の職員間で、どのように共有されていますか？

 「科学する心」が育まれると思われる子どもの同じ場面を見ても、保
育者によって、感じ方や読み取りは様々だと思います。

 互いの意見を共有することは、子ども理解の深まりに繋がります。
 今回は、日常の遊びの中で子どものキラキラした姿に注目し、コメン

ト記録を取り、園内研修でそれらを共有することで、環境の構成・再
構成に活かしている園の事例をご紹介いたします。

園周辺の恵まれた自然環境や、幼児期にふさわしい環境構成の中での子どもたちの姿を見取り、毎年テーマを決め、実践事
例研究や研究保育を行い、保育者たちは“子どもの育ちの学び“を深めたことを、保育に活かすように日々努めてきた。これ
は保育者たちの中で当たり前ともいえる保育活動の流れとなっている。27年度に、「認定こども園」として改めてスタート
し、「みんなで子どもを見つめていこう！～難しいこと、特別なことでなく、当たり前の生活の中で、子どもの科学する心
の芽生えを見つけていこう！～」をテーマに定めた。日ごろ見逃しがちな子どもの姿の中にある子どもの思いや気付きに着
目したり、子どもが自発的に始めた遊びや活動の中で「科学する心」の芽生えに繋がる活動を見取ったり、年齢に応じた心
の動きを改めて見取ったりしていくこととした。そして、取り組みの流れは以下のようにした。

取り組みの流れ

「あれ？」「あっ！」に気付いた瞬間／3歳児～5歳児



コメント記録

子どもたちとの生活の中で、子どもの「キラキラした瞬間」気付きや発見に出合った瞬間を捉えてコメントカードに記録し
た。園の職員みんなで共有し、共通理解・相互理解を図っている。

コメント記録（図をクリックで拡大）

Ａ保育者：「こういう時って、子どもの顔が一気に
真剣になって、細かなところにもアンテ
ナを立ててるのが分かるね」

Ｂ保育者：「知識が現実になっている」
Ｃ保育者：「この後、半日かけてヨモギ団子作りに

なったよ！」

コメント記録（図をクリックで拡大）

Ａ保育者：「今、この瞬間のタイミングを、よく捉
えているね」

Ｂ保育者：「混ぜると濁ることも分かっているのか
な？」

Ｃ保育者：「この後、思わず触ったりしたのか
な？」

コメント記録（図をクリックで拡大）

Ａ保育者：「不意に見付けたキラキラに、思わず体
ごと止まってしまう」

Ｂ保育者：「何だと思っているのかな？」
Ｃ保育者：「こういう時って、思わず子どもに声か

けたくなるけど、じっと見せてあげる時
間って大事だよね」

コメント記録（図をクリックで拡大）

Ａ保育者：「物が落ちてくるって、誰にも教えられ
てないのに子どもって理解してるよね。
落ちてこないことに、“？”と感じるとこ
ろが当たり前だけどすごい！」

Ｂ保育者：「ひっつくね」の一言で納得する姿がお
もしろい。そこから“もう一回”に繋がっ
ている」

振り返って

子どもたちの「あれ？」「あっ！」に気付いた瞬間、子どもたちの「科学する心」のアンテナがピン！と伸びているのを
感じる。子どもたちのどの姿もこの先の展開を楽しみにしつつ、保育者間で共通理解しながら子どもたちを大人全員でサ
ポートしていきたい。また、どの姿に対しても、先を慌てず、じっくりゆっくり子どもと楽しむ気持ちで寄り添わねばな
らないと思った。

「科学する心を育てる」ことを、当たり前の生活の中での子どもの気付きや子どもの視点から、改めてよく見ていくこと

園庭でよもぎの葉を見付けて／5月 色水遊びをしていた時／7月

プール遊びの後に／8月 風船と関わって／8月
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「科学する心を育てる」ことを、当たり前の生活の中での子どもの気付きや子どもの視点から、改めてよく見ていくこと
で、「子どもたちの遊びへの探求心はあらゆる場、あらゆる時もフル回転している」と保育者自身も再確認できた。再確
認というより新たな気付きに近いものがあった。

子どもの「今」に感動できる集団であることを目指しつつ、今後も子どもを見取り、記録を続ける努力をしていきたい。
子どもの「！」「？」を引き出す環境を探していきたい。

無断転載を禁ず。引用する場合は右記を必ず明記願います。「 (C)公益財団法人 ソニー教育財団 　ソニー幼児教育支援プログラム
幼児教育保育実践サイト http://www.sony-ef.or.jp/sef/preschool/ 」


